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カリキュラム 

♔確かな学力が育つ学園・・目的意識を持って、意欲的に学習する子どもが育つ 

♔安心して通える学園・・一人ひとりが大切にされ、信頼できる仲間ができる 

♔楽しく通える学園・・学ぶ喜び、努力が報われる楽しみ、たくましい身体が育つ 

♔信頼される学園・・困ったときにはまず学校へ、不安をともに乗り越える 

めざす学園像 

 

めざす子ども像 

 
学ぶ力 

豊かな心 

健やかな身体 

自ら学び、自分の夢・進路を 

実現する力を持つ。 

他者を思いやり、 

正しい人権意識を持って行動できる。 

自ら心身を鍛え、 

困難を乗り越える強い心と体を持つ。 

（９年間） 
卒業 

学 ぶ 意 欲 の 芽 生 え ジャンプ 

学 習 の 基 礎 固 め 

活 用 力 の 充 実 

夢 の 実 現 幼 稚 園 

３～５歳 

Ⅰ期 

１年～４年 

Ⅱ期 

5年～7年 

Ⅲ期 

8年～9年 

アプローチ 
ホップ 

ステップ 

幼稚園から９年の卒業まで、１２年間の一貫教育で 

「学ぶ力・豊かな心・健やかな身体」を育みます！ 

入園 (３年間) 卒園 入学 

  義務教育学校「はびきの埴生学園」の概要 

【教育目標】 

たくましく生きる力を育み 

未来へつながる道を切り拓く子どもを育成する 
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現在の学校園では 

 

 
 

４才 ５才 中３ ４年 ５年 ６年 中１ 中２ 

大きな段差 

大きな段差 

３年 

幼から小へ、小から中への急激な学習環境の変化と指導法の違いが、小１プロブレム、中１ギャップなどの要因に！ 

４才 ５才 ９年 ５年 ６年 ７年 

はびきの埴生学園では 

３才 ８年 

卒業式 

入学式 

４年 ３年 ２年 １年 

入園式

き 

１２年間を一つのまとまりとする教育課程 

入学から卒業まで、滑らかに高まる学習内容と成長の節目の行事などで、学ぶ楽しさを感じられる学校生活に！ 

 幼稚園に加え１年から９年までの義務教育９年間を、１つの教育課程とする新しい形の学校です 

これらの課題を克服するために 

幼稚園２年間 小学校６年間 中学校３年間 

２年 1年 

  義務教育学校とは････ 

小１プロブレムの要因 
中１ギャップの要因 

卒園式 

【義務教育学校とは どんな学校？】 
 

今までの小学校 6 年間の教育課程【前期】と、中学校 3 年間の教育課程【後期】を一体化し、 

9 年間をひとつの教育課程として義務教育（一貫教育）を行う学校です。 

◎前期（小学校に相当）と後期（中学校に相当）の教職員が緊密に連携し、これまでの小学校教育

と中学校教育の段差【中 1ギャップ】の大きな課題を克服し、効果的な教育を行います。 

◎学校組織はひとつで、一人の校長の下、前期【小学校相当】と後期【中学校相当】を担当する教

職員が協力して一貫した方針で学習指導を進めます。 

◎教育課程は９年間で、もっとも適切な時期に、もっとも適切な段差を準備し、子どもたちの成長

を促す教育課程を準備しています。（学年のまとまりは、４－３－２が基本） 

★それに加えて「はびきの埴生学園」では、義務教育就学前からの成長過程で生

じる種々の課題を円滑に克服するため、幼稚園の３年間と義務教育９年間の１

２年間を見通したカリキュラムで、子どもたちの健やかな成長をはかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

教職員組織と児童・生徒について  

管理職の体制  ・学校長 1 名、副校長 1 名、前期担当教頭 1 名、後期担当教頭１名、幼稚園長 1 名     

教職員の体制  

・教職員は、前期（1～6 年）後期（7～9 年）の児童数、生徒数に応じて配置     

H30 年度の教職員数： 前期 20 名  後期１４名  （※毎年変わります）     

・上記に加え、子どもたちの教科指導・生活指導に関わる加配教員を複数配置     

・専任の外国人 ALT（英語指導助手）1 名 ・学校図書館司書 2 名 ・学校事務 2 名     

☆学園生活の様々な場面で、すべての教職員で子どもたちの指導に当たります！  

学年のまとまり  Ⅰ期（1～4 年）・Ⅱ期（5～7 年）・Ⅲ期（8～9 年）で、効果的なカリキュラムを構成     

学園のクラス構成と 

園児・児童・生徒数  

＜H30 年度＞ 

幼稚園 3～5 才児各 1 クラス、前期・後期とも各学年 1～2 クラス、支援学級 7 クラス 

幼稚園 3～5 才児 計 42 名、前期 271 名 後期 133 名 計 404 名 

  学園の体制 

３ 

学園の体制 

校 章 

羽曳野の「羽」のイメージを上部に大きく描き、下部に
羽曳野中の校章の構成要素であった羽曳野市章を配置し、
大きく堂々とした形にして、「志」を強く持って、未来に
羽ばたいてほしいという願いを込めています。 

中心の「Ｈ」の文字は、羽曳野中、埴生小の頭文字であ
る「Ｈ」を、小中の結びつきをあらわしたデザインとし、
埴生小の校章のモチーフであった桃の花をあしらったもの
であり、新制服のエンブレムにも使用されています。 

その周りの９つの山（弧）は、義務教育学校の９年間で
子どもたちを育むことを意味しています。 

学園組織 部活動 

運動部：男子バスケットボール部・女子バレーボール部 

陸上部・野球部・女子ソフトテニス部 

文化部：吹奏楽部・ＶＳ部 

※５年から希望者の参加が可能 

 

 



 

 

   

 

☀目的意識を持って自ら学ぶ子ども 
教員一人ひとりが学園を担う一員の自覚を持ち、９年間を通して学習意欲を育てます 

♡ 幼稚園から始まる英語学習・・・専任のネイティブＡＬＴが学園教員とともに活動します 

♡ 毎時間の授業を大切にし、子どもに寄り添う指導で主体的・対話的で深い学びを実現 

♡ 聞く力、説明する力を育成する日々の学習活動 

♡ ５年からはじめる前期・後期教員による教科担当制でのきめ細かな指導と少人数学習 

♡ 自学自習力を高める「毎勉ノート」や毎日の朝学・朝読・家読 

♡ 基礎力を高める「パワーアップ学習」を毎日実施 

 

☀心豊かな子ども 
９年間の一貫性のある人権教育・生徒指導・支援教育で、子どもたちの豊かな心を育てます 

♡ いじめを「起こさず・許さず・見抜く」ために、個別面談やアンケート、いじめ撲滅運動を展開 
♡ 困ったときに相談できるスクールカウンセラー、子どもたち全員の顔と名前がわかる先生方 

♡１年から９年までの成長段階に配慮した、楽しい縦割りの活動（児童・生徒会、委員会活動など） 

や学校行事 

♡５年から始まる本格的な部活動  

♡ 学園の充実した図書館を最大限活用した読書活動や図書館教育 

 

☀健康でたくましい子ども 
９年間を見通した保健・体育指導、食育指導で、健康でたくましい子どもを育てます 

♡ ９年間を見通した食育・体育・保健指導 

♡ 後期の専門教員による充実した体育の授業 

♡ 学校外の専門家や地域の人材を活用した特別授業（キャリア教育や歴史文化にかかわる内容） 

 

☀地域で育つ子ども 
学校、保護者、地域が一体となって、これからの社会を担う子どもに生きる力を育てます 

♡校区の安全見守り隊、青少年健全育成連絡協議会など、学校を支える団体と強力に連携 

♡気軽に相談、感じた疑問や意見を直接学校に伝えられる体制 

♡前期・後期が一体となった学園のＰＴＡ活動 

♡学園の全教職員ですべての子どもを見守る安心な体制 

  

  

 

 

施設一体型の一貫教育校の特徴を最大限に活かし、学園がめざす子ども像を具現化します 

  学園の教育理念 
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ＡＬＴとの学習  外国語に親しむ               外国語を話す                         外国語で伝え合う 

基礎基本と家庭学習習慣                            基礎基本と自主的な学習                       進路を見据えた自主的な学習 

一部教科担任制                 教科担任制 

Ⅰ期（１～４年） Ⅱ期（５～７年） 
 

Ⅲ期（８～９年） 
 

他
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を
思
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や
り
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正
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動
で
き
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豊
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な
心 

地域に学ぶ 地域を知る                      地域の産業を知る                人にやさしいまちづくりを考える 

集団づくり  仲間と仲よく学ぶ                仲間とのかかわりから学ぶ                        仲間のおもいに重ねて学ぶ 

自
ら
心
身
を
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  健康を知る                                                        みんなで取り組む健康な身体つくり 

個に応じた心身の成長 

健やかな体づくり              基礎体力向上（１～５年） 

つながりを深める部活動（５～９年） 

専門性を生かした後期課程教員による体育授業（６～９年） 
全学年での 

運動会を実施 

道   徳      公開授業・研究授業を通して、重点とする価値項目【公正・公平・社会正義】について研究を進める 

 

５ ６ 

  学園の９年間の教育の流れ  学学校校生生活活全全体体をを通通じじてて、、生生ききるる力力をを育育成成！！  

自
ら
学
び
、
自
分
の
夢
・進
路
を 

実
現
す
る
力
を
持
つ 

学
ぶ
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アプローチ 

ホップ 

ジャンプ 

ステップ 

  学園の生活Ⅰ 

・「なぜ？」「どうして？」
という探究心の高まり 

・一人でやってみる力の
高まり 

・友だちと交わる力の高
まり 

・健康な身体とやさしい
気持ちの高まり 

・物事の原因を解明しよ
うとする意欲の伸長 

・自分の考えを発信する  

 力の伸長 

・経験と知識をつなげる
力の伸長 

・体力の向上と思いやり
の心の伸長 

・学習した知識を活用し
多面的、論理的に深め
る力の伸長 

・社会の仕組みに気づく 

 力の伸長 

・進路選択に立ち向かう 

 力の伸長 

・充実した体力と安定し 

た心の伸長 

幼稚園 

（３～５歳） 

 

Ⅰ期 

（１年～４年） 

Ⅱ期 

（５年～７年） 

Ⅲ期 

（８年～９年） 

・「なぜ？」「どうして？」
という探究心の芽生え 

・一人でやってみる力の
芽生え 

・友だちと交わる力の芽
生え 

・健康な身体とやさしい
気持ちの芽生え 活  用  力  の  充  実 

（ 発  展 ） 
学 習 の 基 礎 固 め 

（  定 着 ・ 充 実  ） 学ぶ意欲の芽生え 

（ 準 備 ） 

夢 の 実 現 

（ 挑 戦 ・ 飛  躍  ） 

幼稚園との施設一体型の利点と、４－３－２の学年割を活かした一貫教育カリキュラム 

★幼稚園と学園の教職員が密接に連携し、１２年間の一貫教育を行います。 

幼稚園から９年までネイティブＡＬＴと一緒に学ぶ英語学習 

学習内容が深まる教科担当制の授業 

学習事項を確実に身につける補充学習 

憧れの上級生と取り組む本格的な部活

動 

確実に理解が深まる少人数指導      

「憧れ」と「思いやり」の心を育む異年齢交流活動 

すぐれた機能性と多様な個性に配慮した一貫性のある制服 
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富⽥林市で初となる⼩中⼀貫校〈彩和学園〉がスタート︕

通常ページへ戻る 掲載⽇︓2022年5⽉12⽇更新

富⽥林市で初となる⼩中⼀貫校〈彩和学園〉がスタート︕

 富⽥林市では、市施政⽅針に基づき、⼩・中学校9年間を⾒通して系統的な教育をめざす〈⼩
中⼀貫教育〉を推進しています。

 令和3年度より、⼩⾦台⼩学校・明治池中学校を先進校として位置づけて研究を進めてきまし
た。ついに、令和4年4⽉、施設分離型の⼩中⼀貫校〈彩和学園〉として新たなスタートを切る
ことができました。

   

◎みんなで決めた学園名︕

この〈彩和学園〉という学園名決定の主役は、⼩・中学校の⼦どもたちです。

児童会・⽣徒会のメンバーによる〈⼩中サミット〉で、保護者、教職員の⼩中⼀貫校への思い
を受け取ったメンバーたちは、みんなから集まったたくさんの学園名の候補の中から10点に絞
り込みました。それを⼦どもたち全員の投票によって4つに絞り込み、さらに児童会・⽣徒会で
議論を深めて〈彩和学園〉に決定しました。
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◎これからの取組み

5⽉10⽇に学園の全児童⽣徒が集まって、スタートイベントを⾏いました。

今年度は、9年間を⾒通したカリキュラムに基づいて授業を⾏ったり、中学校の先⽣が⼩学校で
授業を⾏ったりすることなどを通じた「確かな学⼒を育む取組み」や、学園ならではの総合的
な学習の時間を再編成した教科「未来科」の取組みなどを進めていきます。

    

 

◎富⽥林市各中学校区の⼩中連携

富⽥林市各中学校区の⼩中連携リーフレット [PDFファイル／1.85MB]

 

このページに関するお問い合わせ先

教育指導室

https://www.city.tondabayashi.lg.jp/uploaded/attachment/81338.pdf
https://www.city.tondabayashi.lg.jp/soshiki/52/


富田林市教育委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

富田林市の 

小中一貫教育 
なぜ今、小中一貫教育なの？ 

本市ではこれまで、小・中学校の教職員の情報交換や交流を通じて、小学校から中学校へ

の滑らかな接続をめざし、子どもたちへのきめ細かな支援を図ってきました。 

小学校と中学校の間には、教育内容や教員の指導方法の段差が生まれがちです。また、子

どもたちの心の内面が大きく変化する時期に重なります。 

「中１ギャップ」とも呼ばれる、この学習や生活上の段差を軽減し、確かな学力をはじめ、

これからの時代に求められる資質・能力を育成することをめざして、市内すべての学校にお

いて小中一貫教育の研究・実践に取り組んでいます。 

どんな取組みを進めているの？ 

 

このような取組みを通じて、 

▶確かな学力の育成   

▶多様で幅広い人間関係の中で、責任感や自己有

用感の育成 

▶安全で安心な進学による不登校の減少  

など、未来を生き抜く力の育成をめざしています 

小･中学校が、めざす子ども像（こんな子どもに育

ってほしいという学校の願い）を共有して９年間を見

通したカリキュラムを編成し，系統的な教育をめざす

のが小中一貫教育です。 

本市教育委員会では市施政方針に基づき、小中一

貫教育を実現するための研究・実践を進めています。 

令和３年度より、小金台小学校・明治池中学校をパイロット校

と位置づけて、次のような取組みを先導的に進めています。 

今後、市内全中学校区で

小中一貫教育の取組み

を進めていきます！ 



 

 

 

  

明治池中学校区の取組み 

小金台小学校と明治池中学校の小中一貫教育では、こんなことをめざしています 

令和３年度に小中一貫校開校に向けて取り組んだことを紹介します！ 

１年生から９年生まで、系統的に育てて 

いく「つけたい力」を明らかにしました 

「生き方」を追究する新しいカリキュラム、 

〈未来科〉の創造に取り組んでいます 

「めざす子ども像」を実現するため、 

９年間のカリキュラムを作成しました 

▶ 小・中学校の教職員全員が主要な５つのタスクに分か

れ、タスク会議において検討し、作成しています 

①教務 

学園会議体制の検討。学園年間計画作成など 

②学力向上 

学力向上グランドデザイン作成。研修計画作成など 

③未来科 

④生徒指導 

基本方針・目標の検討。 

学園ルールの作成など 

⑤児童生徒会 

児童生徒会の取組み 

小中サミット〈学園名決定に向けて〉 

▶ 児童会・生徒会が中心となり、保護者、教職員の小中一

貫校への思いを受け、子どもたちの主体的な活動を通し

て学園名を考えました 

 

９年間を見通した教育ビジョン 期待する５つの成果 

子どもたちにとってより良い小中一貫教育へ 

▶ 段差のない連続した学びによる学力向上 

▶ 中１ギャップの軽減と不登校の未然防止 

▶ 未来に希望を持ち、主体的に社会を生き抜いていく力の育成 

▶ 人権・支援教育を通じて、誰もが安心して学べる環境づくり 

めざす子ども像 

〈今と未来、社会で生きる自分らしさを〉 
～挑戦～ ～継続～ ～共生～ 

特色ある取組みの６つの柱 

▶ これからの時代に求められる資質・能力を育む教育の実践 

▶ 未来科を中心としたキャリア教育の実践 
▶ 自尊感情の醸成と自己有用感の育成をめざした教育の実践 
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２０歳の子どもの姿を想像して 

  一中校区の幼小中の５校園で、〈12 ヵ年プロジェクト〉を進めています。各校園の人権担当で毎月交流し、交

流会や総会を計画しています。また、部ごとに年数回の活動を実施し、成果を冊子にまとめ配付しています。今

年度は卒業生の保護者から、保護者としての思いや部落問題についてお話をしていただきました。 

また、年２回実施したグループ交流では、「今の子どもたちに 12 ヵ年を通

して将来どんな姿になってほしいのか、どんな力をつけたいのか」「前回の交

流を通して、２学期に子どもとどんな関わりができたのか、意識したのか」

について交流しました。校区の子どもの20 歳の姿を想像して、幼稚園の段階

から共通の思いで関わっていると実感できました。 

 

 

 

各中学校区の取組み 

第一中学校区 

第二中学校区 

金剛中学校区 

第三中学校区 

ICTを活用して情報共有 

  オンライン上のファイル保管サービス〈Google ドライブ〉を活用して、小・中学校の間での情報共有を進めて

います。たとえば、スクールカウンセリングの予約や確認は、これまでは中学校を窓口として電話で受け付けて

いました。〈Google ドライブ〉を利用することで、校区内の各小学校から直接予約でき、速やかに情報共有がで

きるようになりました。 

  校区の小・中学校で生徒指導の交流会を月１回行い、協働して児童

生徒への早期支援を図っています。小・中学校の教職員が共同で家

庭訪問を行うなど、個に応じた効果的な対応を行っています。 

ICTで交流推進 

  三中校区では ICT 教育推進のため何ができるかを考え、まずは教員による知識理解を深めることから始めまし

た。そして、児童生徒による活用をめざして以下の取組みを進めています。 

・オンラインで情報を共有できるフォルダを作成し、小・中学校が情報交換

できるシステムを構築しました。中学校の校則などを共有し、小・中学校

がかんたんに確認できる環境が整いました。 

・入学前に、ICT 機器を活用して入学説明会で体験授業を行ったり、中学校

の教員が出前授業を行って中学校の一日を紹介したりして、中１ギャップ

の改善に努めています。 

中学生があこがれのモデルに 

  リモートで小・中学生をつなぐことができないかと考えて、中学生が英語で「誰でしょう？」クイズを出題し、

小学生が答えるという授業を行いました。 

出題者の中学生がクイズ上の人物になり切り、小学生は既習表現を使って質

問をしました。発表者以外にも発言や質問ができるように工夫しました。 

昨年まで小学校にいた先輩がより英語が使えるようになっているのを見て、

小学生は「中学生になったら、同じことをしたい！」「中学生みたいに話せるよ

うになりたい！」と、英語や中学校への期待感が高まりました。中学生も意欲

的に英語で話そうと取り組めました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年４月を目途として、小金台小学校・明治池中学校を小中一貫校(施設分離型)のモデル校として設定し、令和

３年度中に検討したカリキュラム等の実践に取り組みます。また、研究実践による成果や課題について、市内教職員を

対象に報告を行う予定です。 

明治池中学校区以外の校区において、同校区の取組みを活かして小中一貫教育の取組みを推進していきます。 

 

  

 

今後の方向について 

富田林市の小中一貫教育 リーフレット 

富田林市教育委員会事務局教育指導室 

〒5８４ 85１１ 大阪府富田林市常盤町 1-1 

TEL 0721-25-1000（代表）  FAX 0721-26-2300            令和４年３月 発行 

各中学校区の主な取組み 

喜志中学校区 

葛城中学校区 

藤陽中学校区 

校区の「育てたい子ども像」を共有する 

  葛城中校区で共有する「育てたい子ども像」を見出すために、校区内の学校園の教職員の意識を把握するアン

ケートを行い、共有しました。互いの考えを知ることができ、校区の「育てたい子ども像」を見出すためのきっ

かけとなりました。 

  小・中学校で協働する学力向上の取組みとして、中学校の定期テストの時期に

合わせて小学校でも自主学習などに積極的に取り組む〈家庭学習ウィーク〉を

設定しています。また、小・中学生の〈自主学習ノート〉を互いの校内に掲示

し合っています。取組みを継続することで、子どもたちの学習意欲の向上につ

ながっています。 

校門でのあいさつ運動を －小中教職員の相互乗り入れ－ 

  喜志中校区は、２つの小学校から中学校区が分かれることなく進学できる環境にあります。 

登校時の校門での〈あいさつ運動〉は、自己肯定感や自己有用感を高める

取組みの一つです。小・中学校の教職員がこの〈あいさつ運動〉に相互に乗

り入れることで、校区全体で子どもを見守りながら、子どもの９年間の成長

を教職員同士が共有できる土壌づくりを始めました。誰が行っても違和感が

ないようにすること、それが一番の目的です。 

小学生が中学校の先生を知ることで、中一ギャップ解消への効果が期待で

きます。また、中学生も小学校の先生に会えることを喜んでいます。 

守ろう授業の三か条 

  藤陽中校区では、小学生が中学校へ、中学生が小学校へ行って行う〈小中合同あいさつ運動〉に取り組んでき

ましたが、さらに３校で共通して取り組める内容を考えました。 

小・中学校の授業規律の統一をめざして教職員同士で話し合い、３つの合い言葉を決めました。 

守ろう授業の三か条 

一．時間通りにスタート（授業準備してから休み時間） 

二．あいさつをきっちりする（イスはしっかりと中に入れる） 

三．提出物は期限内にしっかりと出す 

取組みを進める中で、良い習慣が確実に身についてきています。 

 


